
針
の
数
は

な
ん
と
3
万
本

とにかく
好奇心旺盛。
人気急上昇中

冬の間だけ
オスに飾り羽が生え
華やかな姿に

人懐っこく
おとなしい性格。
抱っこしに来てね

両
手
を
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げ
て

日
光
浴
を
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る

姿
が
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ニ
ー
ク
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動
植
物
園
は
、今
年
開
園
30
周

年
を
迎
え
ま
す
。緑
に
囲
ま
れ
た
約

4.7
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
い
園
内
に
は
レ
ッ
サ
ー
パ

ン
ダ
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
、「
な
か
よ
し
広
場
」の
モ
ル
モ
ッ
ト
な
ど
56
種

も
の
動
物
が
お
り
、毎
年
約
25
万
人
も
の
来
園
者
に
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。今
号
で
は
、楽
し
い
す
ご
ろ
く
遊
び
で
、市
内
の
人
気
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

る
動
植
物
園
の
30
年
の
歩
み
を
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
も

　本市の友好都市である中国四
川省楽山市からレッサーパンダ
が寄贈されたのをきっかけとし
て、市民待望の動植物園が大町
地区に開園しました。レッサーパ

ンダは当時国内での飼育数が約
20頭と少なく、飼育ノウハウがあ
りませんでした。そのため、担当
になった職員は中国に渡り飼育
技術の研修を受け、レッサーパン
ダの来園に備えました。

ぼーっとした
しぐさが魅力。

動かなくても人気者

１９８７年 す
ご
ろ
く
で
振
り
返
る

動
植
物
園
の
30
年

スタート
　今年は、１年を通じて30周年を記念した楽しいイベン
トを企画しています。まずは、1月3日（火）から2016年7
月に生まれたレッサーパンダの赤ちゃんを一般公開（午
後1時～2時のみ）します。会いに来てください。

２０１７年 ゴール ２０１４年

　生後間もなくサル山で置き去り
にされたオトメ。ヌイグルミをお母
さん代わりに抱き、飼育員に育てら
れました。リーダー・ゴロンの助け

もあり、無事に群れに仲間入り。現
在は２頭のお母さんとして育児奮
闘中です。

ニホンザルのオトメが
ヌイグルミを持って群れの仲間に２００８年

２００３年

１９９７年

１９９２年

１９８９年

２００９年

１９９９年

大町２８４番１外
☎３３８-１９６０動植物園

開園時間 午前9時30分～午後4時30分（入園は午後4時まで）
休 園 日 月曜日（祝日の場合は翌日）、年始は1月3日（火）から開園
入 園 料 大人4３0円、小・中学生100円、小学生未満無料
年間パスポート 大人1,2４0円、小・中学生3１0円

施設案内

来園
者インタビュー

　遠足で来て楽しかったので
パパとママに連れてきてもら
いました。（なかよし広場の）
モルモットが大好きです。

鹿
か

島
し ま

 萌
も え

花
か

 さん 綸
り ん

花
か

さん

来園
者インタビュー

　生まれも育ちも市川市の私は、子
どもの頃、当時珍しかったレッサーパ
ンダが好きで遊びに来ていました。
今は結婚し子どもも生まれ、親子で

「流しカワウソ」のファンです。

水
み ず

野
の

 裕
ゆ う

士
じ

 さん

　近所に住んでいるので、天気が良
い時にお弁当を持って気軽に来れる
ところがいいですね。息子はレッ
サーパンダのライチが好きなので、
ここに来るとまずライチに会いに来
ます。ミニ鉄道も欠かせません。

藤
ふ じ

原
わ ら

 康
こ う

史
じ

 さん

オランウータンのウータンが誕生
　来園から実に１１年目、オランウー
タンに待望の第１子が誕生。母のスー
ミーは最初、育て方がよく分からず不
安な様子でしたが、授乳をきっかけに
育児が軌道に乗り、その後大切に育
てました。

　「来園者もカワウソも楽しめるものを」と、
2012年に新設したカワウソ舎のオリジナル
遊具。実は細い水路などを動き回るコツメカ
ワウソの特性にヒントを得て、飼育員が考案し
ました。翌年作った握手コーナーも人気です。

「
流
し
カ
ワ
ウ
ソ
」が一大
ブ
ー
ム
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら

オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
が
来
園

レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
の

赤
ち
ゃ
ん
が
誕
生

　動植物園生まれのレッサーパンダ、
市川梨丸。市内を走るコミュニティ
バス北東部ルートの愛称（梨丸号）に
もなるなど、みんなの人気者です。

エリマキキツネザルのペギーに
5つ子が誕生

　開園当時からの仲間、ペギーから
生まれた子どもは３０頭以上にのぼり
ます。中でも１９９７年には国内でも珍
しい５つ子を出産。みんな立派に育っ
てくれました。

　姉妹都市のインドネシア・メ
ダン市から、４歳半になる２頭
のオランウータン、イーバン

（オス）とスーミー（メス）が来
園。明るくて元気なスーミー
と小さくて甘えん坊なイーバ
ン。かわいくて貴重な動物大
使でした。

　楽山市からやってきた真真、誠
誠に待望の赤ちゃんが誕生。双子
の姉妹（鈴

り ん

鈴
り ん

・愛
あ い

愛
あ い

）はすくすくと
成長し、数年後にはどちらも母親
になりました。

レッサーパンダのイチ丸が誕生
　イチ丸は市川市で生まれ育った親同
士から誕生した、生粋の市川っ子。ずん
ぐりむっくり、短い足で懸命にヨチヨチ歩
く姿が、とてもかわいく印象的でした。

シュバシコウのコウちゃんに
初めてのひなが誕生

　１９８７年に網に激突し、くちばしを折っ
てしまったコウちゃん（写真右）。動物病
院での５年にわたる治療と介護の末、無
事にフライングケージに復帰。その７年
後には2世も誕生しました。お世話をし
てきた獣医は感慨もひとしおです。

☎
３
３
８・１
９
６
０
動
植
物
園

開園30周年 動植物園が開園

スーミー

イーバン

市
川
梨
丸
が
動
植
物
園
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
る

来園者が急増した→3つ進む

梨丸と一緒にゴールに向けて
走る→1つ進む

ゴロンの働きに感動する→
１つ進む

2016年にウータンが豊橋市に
引っ越し。さみしくて→２つ戻る

ペギーがキツネに間違えられる→２つ戻る

赤ちゃんが生まれ、飼育員一
同ホッとする→１つ進むイチ丸と一緒にヨチヨチ歩く→

１回休み

今日も元気にみなさんを迎えて
→２つ進む

来園早々、イーバンとスーミーが
ケンカをする→１回休み

2つ進む

5つ戻る

2つ戻る

ミーアキャット

テ
ンジクネズミ（モルモット

）

オシドリ

タテガミヤマアラシ

カピバラ

ふりだしに
戻る

ワオキツネザル

ベ

ニイロフラミンゴ

ハクビシン

ヤギ

フェネック

ショウジョウトキミニブタ

ケヅメリクガメ

エミュー

シロフクロウタヌキ

２０１３年

▲動物大使としてやって来た真
しん し ん

真（オス
　/写真右）と誠

せい せ い

誠（メス/写真左）

１
つ
戻
る

遊び方

1月3日火から
一般公開

（午後1時～2時のみ）

・さいころを振り、
出た目の数だけ
コマを進める。

・止まったマスに指示
赤字 があれば、

その指示に従う。

誰が最初に
ゴールするかな


